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S 泉辰雄さんは，钸町 
2 丁目で スペイン 料理 
店 1 * TAP ASj 〈タパ 
ス> を昨年十月に開店。 
一年を経て、ようやく 
Ulifl にのりはじめた。 
波は料理専門学校を辛 
業後に 沖繩<「コスタ•ブランカ」）で 修行， 8* な 
魚介を駆使しての料理術を身につけて立川で枣門店 
を オーブン。 店名の タパスは 「小皿料理」の总味だ 
が、 どうして、大皿を自由にこなす。 スペインでは 
バレンシア.アンダルシア などの 地方 性ゆたかな 科 
坪をもっているが.今回、 Sft さんがウデをふるっ 
たタラ科の メルルーサ t パーナ 貝に烏賊 スミソース 
をあしらった 「メルルーサとパーナ 貝の グリル.照 
衣の ゾース 添え j は バスク 料理の スペシャル テ 。 ffi 
のメニューには載せていないが、一度は挑戦したか 
ったと豊泉さんが語る逸品。 

撮影：井上義治 • 
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一族.これだけ襯うと 1 *子々猓 々 J という世界を«のあたり C する患い，ありがとうの拍手が金場に響き及った， 






*1くも今年、敬老の：！：の前日に行«を迎ぇた 
¥ 潲 K 次 fic さん (wlwttl r お祝いに駆けつけ 
た" 早瀬一族， V 3> かりの 人々三十 数人にかこまれ 
て辰 次 邡さん、会心の笑頷-明 vrl -: 卜 H •年の生ま 
れいぅまでもなく，この日本が揺れに找 n た ff 
ギその中をくぐつて今命あるのが不忠汲と 

rvif — を 

(.1: 半を全うした榜ら、体画の®眛をもつ liL 流人" 
そ I て、ついに『俳_展」(中央公民館》を開 fit! す 
るという t * 争 UTJ 进紀念生命»歌をとく 
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1992 • II • I (月 I 回発行) 


月刊 • え < てびあん-立川 ： 語ろラ.立川に生きよラ 


通巻100卷 


首*が糴きを持って、生#生きと動いている：こんな日本語が五線譜 
の上で自然に緬る日本の童越オペラのアリアが、シャンデリアの耀き 
であれば、■[級の白秋は、ぞくっとさせるカットグラスのキラメキであ 
ろうか。誰もわ■れ親しんだ r ペチカ」や「この at :, 嫌り返って•日本 
人に考えさせてくれるものを与えてくれる日本語に熟遠した詩人たち 
と IT 洋會秦を導入することに生命を醣けてきた两泰がお互いに Stt しな ▲最&出した cD 
いで作ってきた：だから、童謎には永違の新鮮さがあるのだろう • 





MJ 呼イタルのパンフレツトから 


五線譜の上で言葉がキラキラ 





永光薬品 

薬を飲まないよ％こ奨める薬局です 
©36-0260 ►昭和第一学園前 

永光堂 

針•灸のことなら昭和第一学圇前 
»36-0260 ►昭和第一学圃舫 

三田花店 

花から始まるすてきな世界 
024-4187 ►錦中央遇り沿い 

|»子&»むぎばたけ 

尺人も子供も楽しめるかわ、お店 
©26-0210 ►すずらん逢り沿い 

寿屋酒店 

地域と共に70年、銘酒の老* 
©22-3625 ►鋪中央:通リ沿い 

セガミ薬店 

あなたとダブルスたしかな健康 
«25-9212 ►鋪中央通リ沿い 

▽ルミヤ運動具店 

スポーツ用品のことなら 
022-2912 ► 鈍中央通り沿い 

BS タイやショップ佐藤商会 

タイヤのひな^何でもご相談下さい 
037-0912 ►砂川7番五日市街道沿い 

洋霣子 7 U アン 

おいしいヶーキの店 
024-3912 ►裹松町立川通り沿い 


えくてびあんの輪 


雷神堂立川店 

一枚一枚與心こめた手焼きせんべ I 、 
028-2249 ►諏訪通り沿い 

La-Bamba 

中南米のお科理とお酒と音楽の店 
024-5800 ►ユザワヤ褢 


(有)関田酒店 

本物の洒は U に分 7 S 
024-2960 ►斑訪涵り沿い 

エッソ石油けやき台 SS 

オイル点検とお車の: TW 談は当 SS へ 
035-3081 ►若槳 *1 五日 m 街道沿い 

M 大晋商事 

土地•建物•アパート•マンション 
025-3110 ►圍立立川痛陕奥 

バットバットゴルフ 

いま ft も试ヴょるアメリカンスポーツ 
025-2340 ► 立飛企榮となり 

美容室巳 EPPIN 

西*川の MODE-BOX 
027-5918 ►窗士見橋そば 


残堀書店 


立 JII 四小そば夜10時迄営莱 
C 27-7457 ►立 JII 四小そば 


和食の店ななや 

おふくろの味を皆さまに 
025-6980 ►名両座通り沿い 


まごころの店 < りや 

命の水を39坪に使っている店 
»23-2590 ►斑訪通リ沿い 


くマイバンク〉が 

ノ ートナー- 

□閣 

0 SR —肋行 


中磨 S 腐店 

食卓の卞役にお豆腐を/ 

022-5732 ►立川六小舫 

なぃと〇 

本と文具の店 

©22-3677 ►羽衣中央通り沿ぃ 

泰明堂 

本と事務用品 n 本法令特約店 
«22-3353 ►羽衣中央通リ沿ぃ 

おふくろの味立 j || 商店 

手作り惣菜、おはぎ、仕出し承ります 
022-3565 ►羽衣中央通り沿ぃ 

みすほ并当 

手づくりのお弁 a 

022-9597 ►羽衣町2 丁目交差点そば 

咖挑臛らろむ 

苷ながらのサイフォンコーヒー 
026-3643 ►羽衣中央通り沿ぃ 

リカー&フーズいわさわ 

まごころとあたたかぃ サービス 
022-2904 ► 羽衣 町 rr 目 交整点そば 

ろちのやフルフン 

手作りのおぃしぃケーキ、クッキー 
024-9280 ►立川相互病院そば 

CAKE STUDIO 35 

銘菜くるみ菜了をよろしく 
027-6808 ►羽衣櫈そば 


多摩画材 

絵画•額緑•画材年中無休夜10時迄 
022-6031 ►高松町立川通リ沿い 

ばれあな 

自然食品と無典莱野菜の店 
024-4560 ►裹松町立川通り沿い 

東京靴流通センター 

日本初の靴のデイスカウンター 
337-3641 ►砂川4番五日市街道沿い 

スタジオ269 

こプ> の輝き…をテーマに撮り統ける 
027-0269 ►中央公民館前 

フエダ文具 

商い文化を育てる文具 
025-6584 ►顥訪通り沿い 

特むし銘茶菊川園 

おいしさをお届けします 
026-2035 ►面訪通リ沿い 

田中星美堂薬房 

親切，丁寧。薬は正しく使いましょう 
022-3913 ►两訪通り沿い 

サンカメラ 

写真を*しめる店 
»22-3336 ►東武ストア前 

かみゆい処； t ) 

-•度はやりたいピアセボーレ 
022-8202 ►日活大通り沿い 

イスバニスタ 

スペイン語のことなら 
022-3913 ►すずらん通り沿い 


100号 I 記;念 i の I 截礼 
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• 白秋がライフワ—クです 

その新鮮さに打たれ，25年間， 
h 秋を歌い较けている声楽家、斯 
梪#子さん(錦町》。 d 秋生誕百年 
リサィタルを立川市民会館にて • 
そして，今回、没後50年リサィタ 
ルを府中の森芸術ウィーンホ—ル 
で nfl いた"リサィタルを荊に白秋 
の故郷， iL 州の柳川を訪ねた。新 
項さんはこぅ諶る。「白秋の実家の 
二栳へ上がつて、窓から固囲を兄 
渡すと，水！！：りがよくて，未だに 
蟹が*ちこちに兒られた。ふと， 
その時思い浮かんだのは、 -1 ちよつ 
きん、ち i つきん、ちよつきんな • 
の，あわて床屋 j のメロディ I 。 
歌の歌！ S からも、そのあたたかい 
風上と人柄が港み出ている」と。 
まるで、子供の2:兒た空の el まで、 
アルバムをめくるよぅに蘇らせて 
くれるよぅだ。 

籲言 葉のキラメキをそのまま 

-» ペチカ， T 「からたちの花 j 1こ 
の进 / 谦でもが、お年寄りから若 
# まで、 . 度は耳(:したことがあ 
り，また * 一度聴いたら、すつと、 
心の芯まで黎いてくるメ CJ ディ 
— • 7 V 1 ズ。「筲の降る夜は 
… J, 「この Ja は、い一つ — か，来 
たみ -- ち 1 --口づさむほどに心も五 
線薄の上で踊つているようだ。し 
かし、この Q 葉の I みじみとした 
费かさに引 <) 張られるようにして、 


新； gl さんは . さらに1 n « をはつき 
りと歌いたいと忍うようになつた。 
その思いは36袭の時，アナゥンス 
学院へと通わせた。若者に混じつ 
て一人•早口 t 一！！衆から、心を伝え 
る S 葉の出し方まで学んだ。また * 
輓衆とよ .^ 自然な n ミユニケ—シ 
ョンの中で出米上がってゆくもの 
はないか？それは、演歌コンサ I 
卜から学べるのではないかと、美 
空ひばりのコンサートを傲底的に 
ビデオに撮り、研究したという。 

我客<:語りかけるようなものでな 
いと白秋の詩の紊哨らしさを削つ 
てしまう。より生き生き t その S 
いを伝えたい • その ^ 持ちは、お 
茶の問のテレビから1 r 台 I つ一つ 
にも絶えず研究をさせる。 

•新垣 S から届い5ッ Y ジ 
新坦さんの人生の中で『この道』 
は*いつも歌う時々に連う新しさ 
を与えてくれるという。 

「熊本から一人、上京し、大学 
へ，そして、婚 I 審となり、子 
供が生まれて母となり、子供も成 
& して今も、そして、これからも 
その時々が人生のクラィマックス 
だと感じさせてくれた」と * 

そんな話を間いていると、「白秋 
は • 童琮で子供の頃、歌った」そ 
れだけでは • どうして、どうして、 
もったいないのではないだろう 
か？没後50年の今年、 ft 近、心 
に残る歌がなくて … t いう人が多 

い屮に屈いたメッセ—ジではなか 

つただろうか e 


こと私ざ 公 答 ㉜ 


漢字一字挿入せよ 

•人の時は 
□の利に如かず 

□を IJ じくして 

塗を殊にす 


•白号纪念を 
1111 鎌ってくれた 

と L 仔のは，裁®葉 

SSI I 口本 

i 日或 r 脚”或る日*-. 

ま rby 昨年、立川ル 
ミネで W 催された，多降総合关術 
展、 n 本№1部鬥♦人賞作品である。 
「写実を使つて、小说家の方が、小 
说やドラマを t くように埂类とは 
ちよ〇と離れている、写生ではな 
くて、自然の夢を表現したい J t 
3う萩原さん。それで•バックの 
枯菜とその前で自転率に乘-0てい 
6 子供はどこか妖 51 な箅囲氕を釀 
しているようだ4枯葉は入間の心 
のようで，话しかければ答ぇてくれ 
るような^がして"だから、とて 
も綺 H だと思つていたので、ずつ 
と描き絞けて^!た」と S う*どつ 
しりとした安定 I た_而にあぇて 
I ないのも心模樣を大切にしてい 
るからのようだ。 

女子美術大学で日木！一を布攻して 
以来，30年のベテランで*る。中 
学校の芙術教瑜を統けながら今も 
時 m があれば帰宅途中の小金井公 
K て¢ 1 条 I1 、ミ i V5 '絮 i 
描いている時が I 番落ちつくし' 
描いているからこそ，友逢や»の 
生き方に触れられることが幸せ 
だ」と5う。 


傷国。本 sllr 癸 
nu 宪。 o »# 采 
nr^ 、9 .in{B)t 1 ^>«?^ 

本 n 联孑瀑 

err * 令«' 

工 「> alyj ^/ 斟 


固 ； aRr 


工^球*$肋¥311>时'运讲 
rv 「ふ^財 SYtlfl^SWJ 
♦ o ^ q 轚 rln ^ ws ^ 旁明駐埘 

ふ^呵 nflis 胼 
?} 翻 S>H 


先生は、挈»«た日本紀鐮 


PS 




-1本当は記錄なんていいんで 

す••マスターズから何か大きな 

ものを教えてもらつているんだ 

t 思います C . と疎虚に浯るの 

は9 H 11 日に行われた第13 

回全 n 本マスターズ睦上 

铳技进手権大会4 00 ヴ 

i ; M 60{60〜64 逢の部 > •!!£ ビ 

で59秒4の日本*®記録を 

達成した K 鋇*彥さん<60逢 >- 

*3 E さんは昭和第 I 学 fflsi 校 

0^町)の现科の先生。 M 50<50® 

〜54*>の R 本記録保待者で4 

ある。「何年か前、外国の女性マ 

ラゾンランナーが^いパンツを 

具赤に染めてゴールィンしたそ 

の姿が世界中の人に«觔を4ぇ 

たように£铴よりも何かできな 

いか」と語る兴飼先牛は今*も 

トレーニングに出かけた。 


Ml のげだ男 

「できなかつたことができる 

よぅになる*ここがパ7 1 リフ 

ティングの魅力でしょぅか 」 t 

答ぇたのは102::4日に行われた 

第29回柬京都パワーリフティン 

ダ遘 f - s - K 会 56 kg 級で優睇を播 

得した*川トレーニングセン 

夕 I 〈哂町、木 ft 全长)所»の 

佐宗绒二さん<29进 >。今回も多 

の入賁者を輩出し、指導に 

定評のある木 ft 会長は言ぅ， 

「体$の3倍以 h あげる 

と全日本クラス。佐宗 

は 55.5 の鞋い体*で 160 kg 

あげますからこれからも有 

望 j と。ちなみに2位は110巧 

自分との闘いを好む男たちのジ 

ム U * さわやかだつた。 



真如苑だよ k 


11月になると、お珉訪さまで「« 

まつり j があり、立川の菊花爱好 

会の»さまが丹 m して哎かせた作 

品が出揃います。秋冷のなかを「菊 

香る」とは、まさにこのことなの 

V > し上* TV ® 

瞬はな1:をする人ぞ、などとお 

つ I やらずに、«さまお袖いで， 

どぅぞ、お出掛け下さい。 

秋沧の候•夷如苑では皆さまの 

お Is しを，こころからお恃ち申し 

上げます。 

■H 時11月150=(» 

2 時一 4 時 

■御 本棟、 A * 如宝物館をはじめと 

して映 N など盛りだくさんの用.£ 

がしてございます。 

■お 中し込み 

は r ぇくてび 

あん•コンパ 

ニオン」{本誌 

を f 渡してく 

れた人》へ。 



.c cig ? 

M 0 


百号をお届けする。劁刊の頃， 
はじめるのはいいが *-» 三号韃法」 
にならないよラに^をつけるんで 
すね•と立川印 BIJ 所の鈴木間郎さ 
4から云われ，以前にこんなタウ 
ン誌があ〇ましたけれど*いつの 
間にか m ぇちまいましてね•統け 
るのは難しいですよう"と念を押 
された。三号被誌というのは、は 
じめ势い込んで三号口には总切れ 
が I て，まるで線香花火のような 
雑;£をいうのだそうだ▼発行 R 联 
守を旨としてきたが.0兮のうち 
三号だけ S れてしまった。印 W が 
遅廷 L たのではない、！部の© 
慢に*ぎな：^なのに詨者から， 
がんばつてください t 励ましのお 
11〔棻を m く。そういうひと§が活 
觔源になって，記各が街へくり出 
す ► •5号記念に百*の早瀬さんと 
巡り会ぇた。百*までご存命の方 
は H 本では今年四 f 人，だが，削 
光 j C4S * なクン r グ〇ぢ 

は稀、いや、早瀬さんお一人かも 
しれない •£ 者はご無礼にも、わ 
さわさとご親族のうちわの祝 ft 会 
まで押しかけてしまつた▼辰次郎 
さんの口から「生きているのでは 
ありません、生かされてきたので 
す、天がそうさせてくれたのです」 
と m くと、ズクシリと审いものを 
感じる。五十、六十の苦 ia の人生 
論なんて、とても足下に及ぶもの 
ではない•記者はひとり pi いた。 
「えくてびあん」の百号なんて、ま 
だ？ rft い • # ft い▼人生の sRfl 
けならんえくてびあん 


(鏖集)！ IJII 9 名罵0真中«絵 B 鞦曲 ttt 子 
f 沢2私 tT 田 «| UJffle 子 
<«||)天野蒗男《1||明兴上«治 
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LlrrFlrJ ，砂 nl 公民躲 r へ甩^と文卞> U ついて ft 却 
を^-する tt 会を与ぇられた私は'备会者1:_年«04^が 
多かつたので》このとこ A 疑義が生じてい *01: _|.の点 
をこつちか okml て避レクチユア 4 r 受けもこ tllL 
t :、 

1 C 耗こ U 大げさみたいだが•今年二 n ： 中央公 attah - 
の HW & …普 「 Mfi 輋の年 - <:収*された短編の一®に • 

" ——^川でまた乘”襍ぇ4と1家を出てから合計|時 
間も璣.ていないの|:.=:味^が知つてい4痕*と邊つ 
た tlt » i ;«: ているのを®ずる•乘つてく 4人たちの体の 
觔き|:無酞がある全菇の研%がたたみこむょうに切れ 
ない•一略 r 

t いう*®があり•その V 体の Mm ,;: 1 ntt があ各 . t 
は W 体的に t 4 なふうなことなのか： a ^ がたたみこむ 
文リに切れない • t は-やは作実跚には如间なる符”慊 
な幻か衆に卿^示をあおいだので*る 

後 gu ついては rlr 川の‘ SX ? る柴嶙 5 T に fiiHt 4でい 
た/ J に • BOI な•成明をい/:だ-こ t ができたが¢1名 i . 
ついて11管さ4»8笑されるのみだった•，無駄•と衣 ad 
L た作鰣な迂場人物の男 ( nK に*: , e の « ltHt 籌を 
«兄5|1た作&卩舞と5ぇて私は讒んだ>の立)||印«1批 
評と1て. iA そ4なぐ^い!:都心生活-# r に U 映6んだ 
ろうな•とい r た•やや fl # n 味の笑みではあったょう 
だが、 IV 者{男}の"心！ rtt にぬ5さ I ならない^場 
を惟»1てみたとき.，!»酞があも，あるいは憮駄がで$ 
6 ということ U * なる»:娜へのをこ i た •*_ 
まじ，の. iftlv 的な角%たつた5かも L れない——4八 
な觫 f ? t 地# L ひいきゆ i の ®*^ Tl 1ずれではないと*われ 
る^ f うだろう • •« 觝•といつたら、私の下手,： | N ! 一き 
物な w その ft たる t ので•私に文*麴世を*^^た it 


虫 


*ぁの立)||市内の||® 


峡さ 


わが瞼龜 



れた多<め映_に.あた.-1^6|!^^^.任わされた供< 

を^ V たい•といぅのは冗妹で*昭和！. I 年代•巾内1: 

また—館ものム—ビ|*ハウス7\ネマ*シアタ|とい 

. ri りこぅ; • いたい>6*あた H マを•熟任的映-£少年 

£1て«ごせたこ1を?揪11*帅基|:似た布»*のょぅ 
なものを強くおはえる 

A □ 多 IfnlsAie で - 写 A. 1 L たちかわ • ，一 M や $ 出 IK 

« 作 I をめ < つていると . なつかしの映 |1|| 螅 .77 ァサ | 

ド十*が褐敏されていた•私 U 待#のむ L めがねで‘, 

時とんな作品が上映气 < れていたのかた L かめてみたら • 

ぁ^細^で^!的なレ，リング^|1§2.»«5:“立))|-5-^ 

脚， 1:« 場 > の ^|:2 本 4 てのボスタ | が 21 ってぁ，、ぃ 


1 M 醅‘ 

U マンチ*クにリアリスチ-7夕をぶつ It てパランスを 

と4ところな f •清*あ6せのむ大*の町らいか 

に - OA 川だ • 1¢動し•にこにこ！！！足していたら•向か 

い W 席で宿辖を作づけていた^^生い1111で ft . りれ f : 

曠すもなかれ !;•■•« よ•このお I さ/ iaT «$ ACGv ' 

の tf ? t •映函》の暗 m て、 Mate で^•ふのとは W の • 0 W 

生活！7焚11を睐洱していたのだから J あやしい人じや 

ないことを I めそうと、 r ¥ am / J ^^ hJ 4 rlihl » ft:J 

拿岛へおさめたのだが•新 tt が建つ—での. 一 年 W だけ t 

はいえ•この町から X ク，—ンが全て消えて Li うこ I 

を零,と象"に林 L < 、私 t いうお CS んの»在には铋 

ならぬ ffift がに C んでいたにちがいない • 

める A 冬たった一入の少 ATK 客{私> の眼® 1 »>' 

I てきた fe 太 , 11 • 麻幟犬件 W が咦 -*> ていたら L い•かく 

も»ろしく爱すべ > iMI *_^ も今は無い 

しかし.母恋 f 郎のご t く阀のじれば.6が 

»#の* 無鈦•時|1*1を»|6|«)ま1て<れた和 tt の tft や 

内装が•いつも衅 K に it かび h が'〇てくるのである U 


最近，都道府讲や都市の「住 
み心地」が、 a 越にあがってい 
るよぅですが•このほど、人口 
10万人以上20万人来澜の中都市 
111市を纣象に行つた 「 S し 
やすさ度阑査 J (日経産 
* 消®研究所、□経リサ 
1チ共同調査)でわが街、 

立川市が全国べスト10に 
入りました❶钬労機会住 
宅•環境、教宵•文化 rt 等 
6分野にっぃて各榷，デ|夕を 
用いて都 rH 別の te 差値をはじき 
出し、さらに ft 分 ff 別の3要度 
に差を S : けた上で総合 G ® 若値 


でランキングしたもの。ちなみ 
に1位は松本市{長野べ i 
では武儀野市が2位に，化川の 
10位と2市のみ入 9 i した* 
さて、そこで問 M ですが， 
この調査の項目のぅちで 
ないものは"次のラちど 
れでしょぅか？ 

①利便性②都 *■ 基盤•安 
全性③當裕度 
〔10月号の答〕❷ 

S 作を祈願してのものでした。 
そのことで町内の気持ちを一つ 
にするこ.が8作<:つながり大 
切だつ/:のか i しれません。 



お焓さまをもちまして，*'月刊えくてびあん.； 
が M 刊ょり一〇〇： I ヴを数えさせて垠きます 。？ S 
-& の皆さまのご支抹あればこそと、ここに厚く 
御礼申 Lh げます。 

指折り数えますと•百ケ H 荊1:81集活勧をは 
じめたことになりますが、その間，わが立川市 
は rK 政 Ji 〇周年といぅ大きな節目を迎え，そし 
て今、多窣地域が—都に移安されて一〇〇年 
にさしかかろうとして isf ります** 

歴史の A : きなうねりの中で^ n : 刊えくてびあ 
ん j の存在などは、荒波にもまれる小用にすぎ 


ませんが' 小舟な0 4 : ジッと街を見統け、街が 
教えてくれる ことに 耳を傾けてきたつもりでご 
ざいます。 

なにょりら、多くの立川人と親しくして®き 
「ベスト^川人•展」「頌の会」を通 I て、その 
スピリットに触れることができま L たこと，何 
物にも玆え難い収88^\」ございました0 

これょりは，梢一杯「立川文化圚」に#献で 
きる ■ 子にならせて頂くことをお S いし、今後 
とも変わらぬご支援を伏してお願い申し上げる 
次第でございます。 (« 集部) 


若葉町 


砂川町 


高松町 
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